
  

 

 

  

 
 

 「言葉を大切にしよう」  校長 佐藤 哲洋 

 

皆さんはこんな言葉を知っていますか？ 
 

その一言で励まされ、その一言で夢を持ち、その一言で腹が立ち、その一言でがっか

りし、その一言で泣かされる。ほんのちょっとの一言が不思議に大きな力を持つ。い

い言葉を発しよう。その一言がきっとあなたとあなたの周りの人の未来を変える。 
 

私たちが何気なく使っている言葉で、相手が前向きになったり、元気になったりすることがある

反面、傷つけたり、落ち込ませたりすることがあるということは、中学生であれば理解できると思

います。しかし、大人であっても、人に対して心ない言葉を発してしまうことはあります。それは、そ

の人の立場や気持ちを考えないこと、あるいは気づかないことによって生まれてしまうのだと思い

ます。私たちは一人で生きているわけではありません。様々な人たちと支え合って生きています。

その中で、よりよい人間関係、信頼関係を築くことは、私たちが安全に、安心して生活するために

とても大切なことですし、幸せに生活するための第一歩です。思いやりの心をもつことで、発する

言葉に優しさが込められます。その優しさは相手に伝わります。 

今年度、四中では、授業の中で対話を大切にしようという取組をしています。そこには、自分の

考えを相手に適切に伝える力を付けてほしいという願いが込められています。その際に大切なこ

とも「言葉」です。授業中、学習課題に対して考えたことを言葉で表現することは日常生活でも

生かされます。 

言葉には強い力があります。だからこそ、大切に使わなければなりません。日常生活を振り返

ってみてください。皆さんが発した言葉は、人を勇気づける言葉、前向きになる言葉だったでしょ

うか。先日、皆さんが生徒総会で話し合った「爽やかな四中生」の実現にも繋がることだと思い

ます。私自身も振り返ってみたいと思っています。生徒の皆さんにかけた言葉はどうだったのか。

先生方と話した言葉、投げかけた言葉はどうだったのか。家族や友人にかけた言葉はどうだった

のか。その場面を振り返って、これからも相手の立場に立った、人の気持ちを考えた温かく、思い

やりのある言葉を大切にしていこうと思っています。 

さて、中体連の大会が始まっています。この週末に始まる競技もあります。壮行会で発した決

意の言葉、感謝の言葉、応援団の力強い言葉のように、勇気をもって前向きに挑むことができる

ような言葉を掛け合って、戦いに臨んでください。皆さんの健闘を祈ります。 

最後に、７月23日には１学期の終業式があり、その後、夏休みとなります。

楽しい夏休みを迎えるためにも、１学期の締めくくりの毎日を大切に過ごし

ましょう。 

  【令和６年６月28日 全校集会より】  
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 ５月31日（金）に、富士宮四中の卒業生である、福田希

美さんを講師に招き、「卒業生一日先生の日」講演会を開催

しました。福田さんは小中学生の頃から絵本作家になりたい

という思いをもっていましたが、美術大を受験する直前に進

路変更し、保育士として就職をしました。しかし、絵本作家に

なりたいという思いは働きながらも忘れられず、就職してから

7年後にイラストレーターとして、さらにその7年後に絵本作

家としてデビューを果たすことができました。そんな福田さんから生徒に向け、「スタート地点は何

歳になってもたくさんある」「ゴールは一生来ない」「勉強はどんどん楽しくなる」という3つの言

葉をいただきました。生徒の感想には、「私もやりがいのある仕事に就きたいと改めて思いまし

た。」「今日のお話を聞いて、たくさん悩んで、迷って、自分の今の気持ちを大切にしていきたいと

思いました。」などの言葉がたくさん書かれていました。 

 

 
 

朝早くからＰＴＡ古紙回収へのご協力、大変ありがとうございまし

た。古新聞や雑誌、段ボールなどに加え、着なくなった衣服やアルミ

缶などが集まりました。古紙回収の日に限らず、ご家庭にある古紙な

どがありましたら、平日に学校までお持ちいただければ

回収いたしますので、ご協力をお願いします。 

テトラパックやインクカートリッジなどについても回収

をしていますので、お気軽にお持ちください。 
 

 
 

６月22日（土）から開幕した中体連富士宮市内大会や

夏休みに開催されるコンクール、そして各種発表会や検定

に向けがんばっている３年生を応援するため、１・２年生が

計画、運営をし、６月19日（水）に３年生壮行会を行いまし

た。応援委員によるエールや1・2年生全員で作った「挑

戦・友愛・自立」のメッセージカードを3年生に送りました。 

【３年生代表上原夢大さん】 

３年生にとってこの夏の大会が最後の部活動となります。この夏の

ために僕たちバレー部も仲間と共に練習をしてきました。運動部も文

化部もうまくいったときは喜び、うまくいかなかったときは何度も話し

合いを重ね、１つのチームになりました。バレーは次の人を考えてプレ

ーするスポーツです。中体連でも仲間を信じて、一勝でも多く勝ち進

みたいです。１・２年生の皆さん、先生方、僕たち３年生に全力の応援

をよろしくお願いします。 

卒業生一日先生の日「絵本と保育～種まきしながら歩く道～」 

ＰＴＡ古紙回収 令和６年６月９日（日） 

３年生壮行会 令和６年６月19日（水） 


